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1. 背景と目的

砂防関係施設点検においては，個々の施設に対す

る点検作業や，その点検データ自体が膨大となるこ

とが課題となっている。紀伊山系砂防事務所におい

ては，過年度より，河川管理用三次元データ活用マ

ニュアル（案）に準拠した三次元管内図システム α-
Flumen3D をベースとし，従来の作業員による地上

点検だけでなく UAV による施設点検データの蓄積・

一元管理が可能といった特徴を有する「砂防施設点

検データプラットフォーム」（以下，「本システム」）

の開発を進めてきており 1) 2)，試行的な運用を開始し

たところである。本発表では，本システムによる点

検データ管理省力化のための機能改良や導入効果検

証結果について報告する。

2. システム機能概要

本システムの有する機能概要および搭載データを

図 1，表 1 に示す。以下，既往報告で紹介した基本的

機能 1) 2)に加えて改良検討を行った機能を概説する。 
2.1 点検写真グルーピング機能 
外業で取得した砂防堰堤点検写真について，画像

が持つ EXIF 情報からグループ毎（天端面，正面，背

面，左右側面）に自動分類する機能の拡張を行った。

グルーピングは，登録済の堰堤方向（下流方位）と天

端位置（天端中心座標）から，天端中心線と堰堤中心

線を推定し，そこから一定距離内に撮影位置がある

画像を「天端面」，堰堤正面角度（＝背面角度）から

推定した扇形範囲内で天端面外に撮影位置があるも

のを「堰堤正面」（「堰堤背面」），いずれにも該当し

ないものを「側面」の各グループとして自動分類を

行うものである（図 2）。機能改良に際しては，堰堤

諸元や立地特性等に応じ，寸法や角度等の数個のパ

ラメータでグループ化範囲の微調整が可能なものと

した。

2.2 台帳登録・検索・出力機能

 木津川水系における既設砂防堰堤 111 基の砂防施

設台帳（PDF）をシステム登録し，台帳に紐づけて主 

な変状等を検索キーワード登録することで，膨大な

点検データベースから堰堤の変状特性を検索し，台

帳閲覧や出力が可能なものとした。また，点検台帳

としては，表 2 に示す UAV 点検諸元をまとめた様式

を Excel 形式で出力可能なものとした。 

3. UAV 施設点検省力化効果の検証

以下，UAV および本システムを用いた砂防堰堤点

検省力化効果の検証結果をまとめる。なお，検証に

用いる UAV 機体は，いずれも災害協定業者が多く保

有している汎用機を用いた。 

図 2 砂防堰堤点検写真の自動グルーピングのイメージ 

図 1 施設点検データプラットフォームの機能概要 

表 2 プラットフォームの点検台帳出力様式 

表 1 プラットフォームに搭載・管理するデータ一覧 

令和8年度砂防学会研究発表会概要集P-80



3.1 UAV による点検データ取得の省力化効果検証 
 木津川水系において既往点検で健全度 C と判定さ

れ，UAV 点検が可能な砂防堰堤 2 基を対象とし，作

業員による直接目視点検と UAV 点検それぞれの作

業（準備，点検，後片付け）に要する時間および必要

経費の比較検証を行った（図 3, 図 4）。UAV 点検で

は，準備等には直接目視より時間を要したが，総時

間としては 47～52 分となり，目視点検（90～95 分）

に対し 45～48%の縮減となった。また，点検作業に

係る必要経費としては，目視点検（19,530～20,615 円）

に対し UAV 点検で 13,489～14,924 円となり，28～
31%の縮減となった。目視点検に対し，UAV 点検に

よる作業時間・経費縮減効果を確認できた。 
3.2 点群差分抽出機能の検証 
 木津川水系における既設砂防堰堤について，UAV
施設点検により点群データを取得し，過年度開発し

た，大規模点群処理ライブラリ（PCL： Point Cloud 
Library）により差分検出する機能 1)を使用して，壁面

欠損を想定した模擬体設置前後の点群データ差分抽

出（差分精度 2cm）を行った。差分精度のパラメー

タや段彩表示を調整することで，数 cm 単位の変状

抽出が可能であった（図 5）。また，出水前後の砂防

堰堤背面の堆積土砂検出を目的とした模擬体設置前

後の差分解析を行った結果，樹木等によるノイズが

多く，差分精度 50cm とすることで高さ 0.3m 未満の

発砲スチロールブロックは抽出不可となるが，高さ

1.0m の段ボールは検出可能となった（図 6）。  
3.3 UAV 施設点検後の内業省力化効果の検証 
システム導入効果検証のため，操作習熟度の異な

る作業者 3 名（A：操作習熟者，B・C：操作未習熟

者）を対象とし，①飛行ルートの取り込み，②UAV
画像分類・整理，③点群差分抽出・表示，④変状箇所

におけるピンの設定，⑤点検台帳出力 の 5 項目を

対象に作業時間を計測した（表 3）。作業②は，ユー

ザによるグループ名の付与が自動化され，習熟度に

依存せず平均 5 分程度で完了した。作業④は，作業

②でグループ名を自動付与したことで写真選択の候

補が絞られ，未習熟者でも作業短縮が図られた。 
 
4. 所内活用促進に向けた取り組み 
 システムの所内活用促進のため，所内職員および

点検業務受注者を対象とした操作説明会を実施する

とともに，システム概要や基本操作，台帳登録・閲

覧・出力，UAV 画像分類・整理の手順等について，

説明用動画等を作成した。また，本システム活用を

念頭に点検方法や点検結果管理方法を整理し，事務

所独自の UAV 点検要領（案）としてとりまとめた。 
 
5. 今後の展望 
本検討を通じ，データプラットフォームと連携し

た UAV 施設点検による作業省力化効果を確認した。

今後，既往の他システムとの連携等，実運用を継続

していく中で機能改善等を行いながら，作業省力化

効果の最大化を図っていきたい。 
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図 4 点検方法による必要経費縮減効果の検証結果 

図 6 砂防堰堤背面の差分抽出イメージ 

（模擬体設置前のデータに差分抽出結果を重ねたもの） 

図 5 砂防堰堤の壁面差分抽出イメージ 

図 3 点検方法による作業時間縮減効果の検証結果 

表 3 内業における習熟度別の作業時間計測結果 
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